
平成３０年度 狭山市立狭山台中学校 学校経営案 
     

◇はじめに 
 公教育として関係法規と県や市の教育方針に沿い、生徒と地域の実態を踏まえ、２１世

紀を生き抜く、心豊かで、謙虚にたくましく生きる生徒の育成を目指し、狭山台中学校の

発展のために全教職員の力を結集する。 

 

１ 校訓      
○信頼 努力 協同 

 

２ 学校教育目標 
○学び合う生徒 

○考えて行動できる生徒 

○高め合う生徒 

 

◇目指す学校像《ミッション》 
○「入学前には憧れ、在学中は安心でき、卒業後は誇りに思える学校」 

・安全を守り、安心を与える学校 

・生徒が主体的に学び合う学校 

・家庭と地域の期待と信頼に応える学校 

   

◇目指す生徒像 
○「いつでも、どこでも、当たり前のことが当たり前にできる生徒」 

・自ら考えて正しく行動できる生徒 

・学び合い、高め合う生徒 

・謙虚でたくましい生徒 

 

◇目指す教師像  
○「信頼される教師」 

(1)生徒一人一人を大切にし、可能性や能力を伸ばす教師  

(2)自己研鑽に努め、謙虚に学ぶ教師 

(3)率先垂範し、態度で示す教師 

(4)誠実に目標に向かって協同する教師 

(5)教育公務員としての情熱と使命感を持つ教師 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 学校経営の方針 
 
◇基本理念 

～謙虚にたくましく生きる生徒の育成を目指して～ 

全ての教育活動は、生徒のためであることから「はじめに子供ありき」を念頭におき、

そして「教育は人なり」の言葉のとおり、教育の最大の環境は教師であるので、「教師が

変われば子供も変わる」という信念をもって意図的・計画的な教育活動を展開する。 

 

◇学校経営方針 
（１）学校における危機管理を徹底し、いじめや不登校がなく、反社会的な行動があった場合

も毅然とした対応をする。（安全・安心） 

（２）基本的な生活態度を基盤にして、基礎基本をしっかり教え、生徒の主体的な学びをとお

して、確かな学力をつける。（学力） 

（３）学年・学級経営を充実させ、望ましい集団活動をとおして、心豊かで謙虚に学ぶ生徒を

育成する。（人格形成） 

（４）校内研修を充実させ、互いに高め合う教職員集団づくりに努め、組織体としての教育力

を高める。（学校力） 

（５）家庭・地域・関係小学校・高等学校との連携を図り、期待と信頼に応え、開かれた学校

づくりを推進する。（信頼） 

 

４ 本年度の重点 
（１）確かな学力の定着と体力の向上 

 ～授業の充実「主体的な学びをとおして生徒一人一人の確かな学力を伸ばす授業づくり」～ 

①学習規律（授業での約束）の確立を図る。 

   ※生徒心得・職員確認事項の共通理解と共通行動。 

②わかる・できる授業を創造し、基礎・基本の確実な定着に努める。 

※ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりの推進。 

・落ち着いた学習環境づくり。  

・学習行程や手順を明確に示す。 

・時間の構造化、情報伝達の工夫、参加の促進、具体的指示。 

※ アクティブラーニングの視点からの授業改善に努める。 

・知識の習得、活用、課題の探求等の学習プロセスのなかで、課題発見、解決に向 

けた深い学び。 

・他者との協同や外界の情報をとおして、自らの考えを広げ、深める対話的な学び。 

・学習の見通しを持った取り組みと、学習活動の振り返りを行う主体的な学び。 

③家庭学習の定着。 

 ※狭山市学力向上茶レンジ・プラン「家庭学習の手引き」の活用。 

 ※小中一貫教育「学力向上部会」においても検討。 

④ＳＳＶＣ（学習ボランティア）との連携。 

 ※個別指導、補習。 

⑤体育授業における体力向上と部活動の積極的な指導。 

⑥「ウィークエンド朝学習」の継続。（毎週金曜の朝学習） 

⑦さやまっ子・茶レンジスクールへの参加を積極的に促す。 

 ※３０年度も会場は狭山台中学校 



（２）「安全」を守り、「安心」を与える 

①一人一人を大切にし、可能性や能力をほめて伸ばす 

   ※一人一人の生徒のよさと可能性を見つけ、伸ばすことを徹底した「美点凝視」の 

指導に努める。 

 

（３）豊かな心を育てる教育の充実 

  ①生徒一人一人が自己肯定感を高められる学年・学級集団づくり。 

   ※学級の中で自己を生かし、仲間の良さを知り、協力して助け合う学級活動の実践。 

  ②道徳教育の充実。 

※根気強く、人間としてよりよく生きるための道徳性の育成を図る。 

  ③人権教育の推進。 

※人権感覚プログラムを活用し、人権の意義や重要性を理解させ、人権感覚を育む。 

 ④体験活動、ボランティア活動の推進。 

  ※自然体験、職場体験、地域に貢献するボランティア活動の実践。 

 

（４）積極的な生徒指導の推進 

  ①「狭山台中学校当たり前１０ヶ条」に沿った指導の徹底。 

   ※あいさつ、無言清掃を真の台中ブランドとして確立を目指す。 

   ☆教職員からの積極的なあいさつと部活動におけるあいさつ指導の徹底。 

  ②生徒の自己指導能力の育成を目指す生徒指導の推進。 

   ※自己存在感を与える、共感的な人間関係の育成、自己決定の場を与える。 

  ③主体性を伸ばす生徒会活動の充実。 

   ※創意を生かした生徒会活動の実践及び「いじめ撲滅宣言」から「０
ゼロ

」宣言に。 

  ④進路指導、キャリア教育の推進。 

   ※狭山台中ハローワークの充実。 

⑤教育相談、ソーシャルスキルの手法を生かした生徒指導の推進。 

   ※さわやか相談員、ＳＣ（スクールカウンセラー）、ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）との連携強化。 

 

（５）潤いと落ち着きのある環境づくりの推進 

①教育の最大の環境は教師であり、影響力の大きさを認識した指導に努める。 

②日常の安全管理、安全指導の徹底と防災教育・体制の整備に努める。 

③時季に応じ、生徒の活動がわかり、刺激への配慮をした教室・廊下掲示。 

④環境委員会と学校応援団「緑化部」が連携し、学校美化・緑化を推進する。 

 

（６）家庭・地域・異校種間の連携と開かれた学校づくりの推進 

  ①家庭との連携。 

※親身な相談、こまめな連絡、迅速な対応と結果の見届け。 

  ②地域に開かれた学校。 

※第二土曜日学校公開、学校行事公開の推進及び学校評議員・地域の教育力・学校評価

の積極的な活用と学校力（教師及び生徒）を地域に活かす工夫。 

  ③小中一貫教育の推進。 

   ※協働意識を持ち、小中連絡会の充実、交換出前授業、交流事業等の充実。 

  ④上級学校との連携。 

   ※高等学校等との積極的な連携。  


